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１
月
１２
日
、
平
成
２６
年
最
初
の
連
盟
行

事
、
恒
例
の
稽
古
初
め
が
三
木
市
民
体
育
館

で
行
わ
れ
た
。
当
日
は
受
付
開
始
前
に
参
加

す
る
市
内
各
剣
道
教
室
の
小
学
生
や
中
学
、

高
校
生
ら
が
会
場
の
市
民
体
育
館
に
来
て
お

り
開
門
を
待
っ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。

 

午
前
８
時
半
受
付
を
開
始
し
、
三
木
市
剣

道
連
盟
関
係
者
や
一
般
会
員
等
の
参
加
も
得

て
、
定
刻
９
時
よ
り
稽
古
会
が
開
始
さ
れ
た
。 

参
加
者
は
、
一
般
会
員
等
大
人
が
４０
名
、

小
学
生
５０
名
、
中
学
生
２０
名
、
高
校
生
１８

名
合
計
１
２
８
名
と
盛
会
で
あ
っ
た
。 

稽
古
に
先
立
ち
、
準
備
運
動
の
後
整
列
し

て
、
三
木
剣
道
連
盟
高
橋
会
長
の
挨
拶
を
い

た
だ
き
、
稽
古
の
始
ま
る
前
に
、
前
年
の
平

成
２５
年
１１
月
１７
日
（
日
）
に
行
わ
れ
た
第

２７
回
三
木
市
少
年
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
剣
道
の

部
）
兼
第
３４
回
三
木
市
民
剣
道
大
会
の
日
本

剣
道
形
の
試
合
（
教
室
対
抗
）
で
、
優
勝
の

緑
が
丘
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
ク
ラ
ブ
、
準

優
勝
の
別
所
少
年
剣
道
教
室
、
三
位
の
吉
川

剣
道
少
年
団
及
び
三
木
中
央
少
年
剣
道
教
室

と
特
別
参
加
の
志
染
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道

部
の
各
選
手
に
よ
る
、
日
本
剣
道
形
（
太
刀

の
形
１
～
５
本
目
）
の
演
武
が
行
わ
れ
、
小

学
生
と
思
え
な
い
位
の
立
派
な
演
武
に
満
場

の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。 

 

 
稽
古
は
、
三
木
剣
道
連
盟
成
人
指
導
部
長

小
椋
教
士
七
段
の
指
揮
の
も
と
、
小
・
中
学

生
の
部
と
高
校
生
・
一
般
の
部
に
分
け
て
行

わ
れ
、
先
ず
一
般
会
員
等
大
人
や
高
校
生
が

元
立
ち
と
な
っ
て
小
・
中
学
生
が
約
５０
分
の

稽
古
を
実
施
し
た
。
寒
い
日
だ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
き
な
声
で
元
気
よ
く
稽
古
し

て
、
十
分
に
体
が
温
ま
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
高
校
生
と
一
般
の
稽
古
と
な
り
、

稽
古
が
物
足
り
な
か
っ
た
一
部
の
中
学
生
も 

 
 
 
 

含
め
、
熱
の
こ
も
っ
た
激
し
い
稽
古
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。 

              

稽
古
終
了
後
は
整
列
し
て
、
三
木
剣
道
連

盟
神
澤
正
輝
副
会
長
の
挨
拶
で
締
め
く
く
ら

れ
た
。 

 
 

（
報
告 

下
瀬 

澤
生
） 
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komu/siunkan/index.h

tm）にも掲載中。ＰＤ

Ｆ形式で印刷できま

す。今後郵送不要の節
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髙橋会長の年頭のあいさつ 

平
成

年
三
木
市
剣
道
連
盟 

稽
古
初
め
に
約
１
３
０
人
が
参
加 

小学生による日本剣道形の演武 

相互に礼をする参加者 
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第
１
０
３
回
三
木
市
剣
道
連
盟
の
級
位
認

定
審
査
会
が
、
平
成
２５
年
１２
月
８
日
に
三

木
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
ス
ポ

ー
ツ
２１
の
剣
道
大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

三
木
市
剣
道
連
盟 

高
橋
会
長
よ
り
、
開

会
の
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
審
査
が
始
ま
り
ま

し
た
。
第
１
０
２
回
の
審
査
会
に
つ
い
て
は
、

５０
名
の
受
審
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
受

審
者
数
は
激
減
し
、
２７
名
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
特
に
、
５
級
の
受
審
者
数
が
２
名

と
今
後
の
不
安
が
拭
え
ま
せ
ん
が
、
次
回
の

開
催
日
は
平
成
２６
年
６
月
で
す
の
で
、
新
入

部
員
が
増
え
受
審
者
が
増
加
す
る
こ
と
を
期 

            

  

待
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
昇
級
審
査
で
は
、
「
木
刀
に
よ
る
剣

道
基
本
技
稽
古
法
」
の
講
習
（
２
級
９
本
・

３
級
６
本
迄
）
も
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

兵
庫
県
の
１
級
審
査
会
で
は
、
平
成
２６
年
度

よ
り
講
習
か
ら
審
査
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
従

い
ま
し
て
、
三
木
市
の
審
査
会
に
お
き
ま
し

て
も
、
講
習
を
廃
止
し
、
審
査
に
変
更
し
ま

す
。
各
教
室
で
の
指
導
を
強
化
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
昇
級
審

査
会
後
に
合
同
稽
古
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
合
同
稽
古
に
つ
い
て
も
参
加
者
が
増
加

し
て
お
り
、
定
着
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
特

に
、
小
学
生
参
加
者
は
毎
回
６０
名
を
超
え
て

い
ま
す
。
是
非
、
一
般
、
及
び
、
指
導
者
が

多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。 

少
年
指
導
部 

大
柴 
記 

１２
月
８
日(

日)

、
午
後
か
ら
見
出
し
の
大

会
が
行
わ
れ
、
市
内
剣
道
教
室
の
小
学
生
が

日
ご
ろ
の
技
を
競
い
合
っ
た
。 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り 

【
２
年
以
下
】
①
河
野
誠
亮
（
Ｓ
Ｃ
志
染
）
②

森
本
隆
文
（
Ｓ
Ｃ
み
な
ぎ
台
）
③
井
上 

智
暁

（
Ｓ
Ｃ
緑
が
丘
）
③
魚
住 

颯
汰
（
Ｓ
Ｃ
別
所
） 

【
３
年
】
①
金
井
秀
真
（
Ｓ
Ｃ
志
染
）
②
末
廣 

徹
（
Ｓ
Ｃ
口
吉
川
）
③
前
川 

亮
輔
（
Ｓ
Ｃ
自

由
が
丘
西
）
③
味
地 

晃
明
（
Ｓ
Ｃ
み
な
ぎ
台
） 

【
４
年
】
①
吉
見 

倭
（
Ｓ
Ｃ
緑
が
丘
）
②
井

上
あ
か
り
（
Ｓ
Ｃ
緑
が
丘
）
③
石
田 

直
史

（
Ｓ
Ｃ
緑
が
丘
）
③
平
井
優
太
郎
（
Ｓ
Ｃ
志
染

【
５
年
男
】
①
今
福
謙
太
（
Ｓ
Ｃ
自
由
が
丘
西
）

②
橋
間
祐
仁
（
Ｓ
Ｃ
み
な
ぎ
台
）
③
中
本
紫
那

（
Ｓ
Ｃ
別
所
）
③
森
本
裕
重
（
Ｓ
Ｃ
み
な
ぎ
台
）

【
５
年
女
】
①
末
廣
美
幸
（
Ｓ
Ｃ
口
吉
川
）
②

中
西
汐
菜
（
Ｓ
Ｃ
志
染
）
③
増
田
萌
花
（
Ｓ
Ｃ

緑
が
丘
） 

【
６
年
】
①
二
杉
晃
平
（
Ｓ
Ｃ
別
所
）
②
林 

大
稀
（
Ｓ
Ｃ
自
由
が
丘
西
）
③
森
岡
祥
平
（
Ｓ

Ｃ
緑
が
丘
）
③
中
井 

海
夏
人
（
Ｓ
Ｃ
自
由
が

丘
西
） 

２
年 

 
 

 

４
年 

 
 

 

５
年
女 

    

         

３
年 

 
 

 
 

５
年
男 

 
 

６
年 

 

平
成
２５
年
稽
古
納
め
が
、
厳
寒
の
１２
月

２３
日
、
三
木
市
民
体
育
館
に
約
１
２
０
名
の

参
加
者
を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。
雑
巾
が
け

を
し
て
磨
き
あ
げ
た
体
育
館
で
、
髙
橋
会
長

が
挨
拶
。
そ
の
後
、
前
半
小
・
中
学
生
、
続

い
て
高
校
・
一
般
が
気
合
十
分
の
稽
古
を
行

い
、
参
加
者
の
息
と
熱
気
が
白
い
水
蒸
気
に

な
っ
て
体
育
館
中
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
約
２
時

間
、
年
納
め
の
稽
古
は
終
了
し
た
。 

            

     

第
１
０
３
回 

三
木
市
剣
道
連
盟 

級
位
認
定
審
査
会 

報
告 

一
年
締
め
く
く
り

の
稽
古
会 

平
成

年
稽
古
納
め 

 

第103回 級位認定審査会結果　　一覧表
受審者数 合格者数 審査員

中央 5 5 檜皮　先生
緑が丘 4 4 西岡　先生
志染 2 2 下瀬　先生
口吉川 6 6 大西　先生
自由が丘 5 5 神澤文　先生

別所 2 2
剣修会 3 3

合計 27 27

受審者 合格者

２級 8 8
３級 4 4
４級 13 13
５級 2 2

計 27 27

100.0%

100.0%

合格率
100.0%
100.0%
100.0%
100.0%

100.0%
100.0%

100.0%
100.0%

合格率
100.0%
100.0%
100.0%

第
４
回
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

交
流
小
学
生
剣
道
大
会

開
催
さ
れ
る 
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平
成
25
年
11
月
28
日
日
本
武
道
館
で
行

わ
れ
た
八
段
審
査
会
で
自
由
が
丘
少
年
剣
道

教
室
の
指
導
者
で
も
あ
る
伊
藤
明
裕
先
生
が

合
格
率
1
％
と
い
う
難
関
を
見
事
突
破
し
合

格
さ
れ
た
。
先
生
は
警
察
で
剣
道
の
指
導
を

し
て
い
る
い
わ
ば
専
門
職
で
あ
り
、
い
つ
か

は
合
格
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
が
今

回
で
12
回
目
6
年
か
か
っ
た
審
査
「
厳
し

い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
の
戦
い
だ
っ
た
。
」
と

振
り
返
ら
れ
る
。 

一
口
で
今
回
の
合
格
の
要
因
に
つ
い
て
言

え
な
い
が
、
数
多
く
の
先
生
に
指
導
を
頂
い

た
中
で
特
に
影
響
を
受
け
た
の
は
近
畿
管
区

学
校
赴
任
の
時
、
同
じ
職
場
の
大
阪
府
警
、

大
堀 

透
先
生
、
船
津
晋
治
先
生
に
基
本
を

し
っ
か
り
指
導
し
て
頂
き
、
試
合
に
勝
つ
剣

道
か
ら
が
ら
り
と
剣
道
そ
の
も
の
の
考
え
方

が
変
わ
っ
た
こ
と
や
、
最
近
こ
と
で
審
査
２

ヶ
月
前
頃
よ
り
、
打
突
部
位
と
自
分
の
竹
刀

を
結
ぶ
線
の
イ
メ
ー
ジ
が
出
来
る
様
に
な
り
、

そ
の
線
上
を
通
り
竹
刀
が
出
る
と
い
う
感
覚

を
つ
か
ん
だ
こ
と
が
今
ま
で
に
は
な
か
っ
た

こ
と
だ
。
帰
宅
後
、
稽
古
場
を
探
し
三
木
市

の
連
盟
会
員
の
皆
さ
ん
に
相
手
を
し
て
頂
き

そ
の
感
覚
を
忘
れ
な
い
様
努
め
た
。 

当
日
、
二
次
審
査
は
９
回
目
。
緊
張
感
は

あ
り
、
し
か
も
今
ま
で
と
違
っ
て
見
え
て
い

な
か
っ
た
も
の
が
見
え
余
裕
を
も
っ
て
立
ち

合
え
た
の
が
良
い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
と
思

う
。
と
、
そ
れ
ま
で
圧
力
に
対
し
て
い
か
に

肩
に
力
が
入
り
す
ぎ
て
い
た
か
が
伺
え
た
。 

大
き
な
壁
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
は
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
、
稽
古
の
相
手
を
し
て
頂

い
た
地
元
連
盟
会
員
諸
氏
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
が
剣
道
人
と
し
て
、
指
導
者
と
し
て
品

位
、
風
格
が
問
わ
れ
る
立
場
に
な
っ
た
と
謙

虚
に
締
め
く
く
ら
れ
た
の
は
流
石
で
あ
る
。

今
後
益
々
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

（
報
告 
神
澤
正
輝
） 

           

   

 

平
成
25
年
10
月
19
日
の
旅 
 

印
南
剣
道
場
の
阿
部
春
治
教
士
の
提
唱
で
、

平
成
２４
年
１０
月
か
ら
第
一
回
生
涯
剣
道
の

集
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
男
子
は
６５
歳
以
上

で
女
子
は
５０
歳
以
上
の
条
件
を
満
た
せ
ば
参

加
は
自
由
で
す
。
し
か
し
今
で
は
剣
道
界
の 

中
心
的
先
生
方
も
参
加
さ
れ
て
、
剣
の
理
法

を
追
求
す
る
場
を
提
供
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

毎
回
２０
数
名
が
集
い
、
日
本
剣
道
形
か
ら
始

ま
り
、
剣
道
の
地
稽
古
で
午
後
４
時
ま
で
に

終
わ
る
研
修
会
で
す
。 

 
 

 
 

今
回
は
剣
の
理
法
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
全

剣
連
の
「
居
合
道
」
１２
本
を
披
露
し
て
頂
い 

た
後
、
抜
き
合
わ
せ
、
納
め
の
作
法
を
、
福

原
康
晴
師
範
か
ら
繊
細
に
解
説
し
て
頂
き
、

小
薮
ご
夫
婦
と
蛭
子
稔
氏
が
実
演
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

 

 

鍔
（
つ
ば
）
を
中
心
と
し
た
操
法
、
指
関

節
の
使
い
方
、
剣
先
や
刃
筋
の
付
け
と
方
向
、

左
右
足
の
役
割
、
納
刀
の
折
り
に
鞘
を
鍔
に

寄
せ
る
意
味
合
い
な
ど
、
剣
を
握
る
た
め
の

心
構
え
や
理
法
を
知
ら
な
か
っ
た
自
分
が
恥

ず
か
し
く
思
い
ま
し
た
。 

剣
道
に
お
け
る
「
攻
め
」
や
「
打
切
り
」
、

「
一
つ
太
刀
」
の
修
正
に
大
変
役
立
ち
ま
す
。 

今
回
の
第
一
の
収
穫
で
す
。 

   
  

１１
時
過
ぎ
か
ら
剣
道
形
の
研
修
時
間
に
入

り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
お
互
い
に
教
え
な
が
ら
」
と
の
指
示
に

は
、
先
生
方
へ
の
遠
慮
で
誰
も
注
意
を
し
ま

居
合
道
の
理
法 

防
具
担
い
で
出
稽
古
（
四
） 

 

森
下
哲
次 

日
本
剣
道
形
研
修 

第
五
回
生
涯
剣
道
の

集
い
に
参
加 
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せ
ん
。
早
め
に
切
り
上
げ
て
地
稽
古
に
入
り
、

午
前
の
部
は
１２
時
半
に
終
わ
り
ま
し
た
。 

午
後
の
稽
古
は
、
再
度
、
剣
道
形
の
研
修

と
、
阿
部
春
治
先
生
か
ら
動
作
の
意
味
合
い

な
ど
を
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
段
者
で
も
理
解
の
仕
方
が
千
差
万
別
で
、

改
め
て
一
か
ら
修
練
の
や
り
直
し
を
決
意
し

ま
し
た
。
第
二
の
課
題
で
す
。 

  
 

  

今
回
は
１３
名
の
先
生
に
稽
古
を
お
願
い
で

き
ま
し
た
。 

高
砂
市
の
強
い
剣
道
に
興
味

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

濱
中
洋
先
生
も
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
の

で
、
稽
古
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
相
手
を

読
む
気
勢
と
正
し
い
姿
勢
や
操
法
に
完
敗
で

し
た
。
第
三
の
収
穫
で
す
。 

西
川
正
行
先
生
の
強
さ
も
す
ご
い
。
気
後

れ
が
し
て
稽
古
を
お
願
い
し
な
か
っ
た
こ
と

を
後
で
後
悔
し
ま
し
た
。 

昼
か
ら
の
地
稽
古
で
、
蛭
子
稔
先
生
そ
し

て
阿
部
春
治
先
生
に
お
願
い
し
た
後
、
「
天

野
先
生
と
稽
古
し
て
は
？
」
と
目
の
前
で
紹

介
さ
れ
、
退
く
に
引
け
な
い
状
態
と
な
り
ま

し
た
。
社
会
体
育
指
導
会
で
も
再
三
見
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
「
天
野
宏
教
士
の
二
刀
流
」

で
す
。
対
処
の
仕
方
も
解
ら
な
い
し
、
天
野

先
生
が
打
た
れ
た
と
こ
ろ
を
見
た
こ
と
も
な

い
私
で
す
。
案
の
定
、
初
太
刀
で
剣
先
を
子

太
刀
で
抑
え
ら
れ
、
し
っ
か
り
と
面
を
打
ち

取
ら
れ
ま
し
た
。
気
を
取
り
直
し
、
小
太
刀

を
意
識
の
後
ろ
に
残
し
て
、
太
刀
と
先
生
の

気
勢
を
中
心
に
「
読
み
」
を
し
て
み
ま
し
た
。 

返
し
胴
が
決
ま
り
、
小
太
刀
を
抜
き
太
刀
が

動
く
前
に
面
を
打
て
ま
し
た
。              

打
た
せ
て
頂
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、
ゼ
ン
マ

イ
仕
掛
け
の
よ
う
に
体
が
動
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
「
針
の
穴
」
位
の
部
位
で
も
、
観
見

に
頼
れ
ば
体
は
動
く
も
の
だ
と
悟
り
ま
し
た
。 

い
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
第
四
の
収

穫
で
す
。
怖
が
り
避
け
て
い
た
二
刀
流
と
の

稽
古
も
観
見
を
磨
く
術
に
は
素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

汗
は
止
め
ど
も
流
れ
、
い
く
ら
打
た
れ
て

も
気
持
ち
は
清
々
し
く
、
楽
し
い
時
間
が
過

ぎ
ま
し
た
。 

竹
刀
の
叩
き
合
い
で
は
な
く
、
剣
の
理
法

を
正
確
に
判
定
す
る
時
が
来
た
こ
と
を
感
じ

ま
し
た
。 

夕
方
か
ら
夜
の
談
笑
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
以
上
ご
家
族
に
迷
惑
が
掛
け
ら
れ

な
い
と
、
４
時
過
ぎ
に
は
、
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。 

 

平
成
２６
年
２
月
２２
日
、
三
木
市
教
育
セ

ン
タ
ー
に
て
、
平
成
２５
年
に
活
躍
し
た
ス

ポ
ー
ツ
選
手
賞
と
、
長
年
に
わ
た
り
各
々
の

ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
育
て
て
来
ら
れ
た
方
々
へ

の
功
労
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
三
木
市
剣

道
連
盟
か
ら
は
、
小
林
統
一
先
生
と
藤
田
均

先
生
が
功
労
賞
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 

 

両
先
生
と
も
子
供
た
ち
と
剣
道
を
始
め
て

三
十
数
年
の
歳
月
が
過
ぎ
、
昭
和
５０
年

（
１
９
７
５
）
に
制
定
さ
れ
た
「
剣
道
の
理

念
」
以
降
の
理
法
に
も
と
づ
く
指
導
を
心
が

け
て
こ
ら
れ
た
素
晴
ら
し
い
先
生
方
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
後
進
の
指
導
に
、
又
ご
自
身
の

健
康
の
た
め
に
も
長
く
剣
道
を
続
け
て
頂
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

会
員
の
方
々
か
ら
も
そ
の
ご
苦
労
に
感
謝

の
言
葉
と
賛
辞
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

 

月
々
の
便
り  

丹
野
骨
平 

 

年
新
た
な
り 

尉
と
姥 

晴
着
は
着
れ
ど 

心
気
は
褻
（け
） 

 

年
新
た
な
り 

尉
と
姥 

年
酒
に
酔
ひ
て 

他
愛
な
し 

 

年
新
た
な
り 

尉
と
姥 

親
戚
（う
か
ら

）去
り
に
し 

三
が
日 

 

年
新
た
な
り 

尉
と
姥
年 

医
師
へ予
約
の
日
を
記
す 

 

年
新
た
な
り 

尉
と
姥 

方
丈
で
点
つる 

福
茶
か
な 

 

 

霧
に
浮
か
ん
だ 

聖
者
像 

黙
って
差
し
出
す 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト 

 

霧
に
浮
か
ん
だ 

聖
者
像 

大
聖
堂
の 

鐘
の
音 

 

霧
に
浮
か
ん
だ 

聖
者
像 

セ
ー
ヌ
の
星
影 

四
馬
路
の
灯 

 

霧
に
浮
か
ん
だ 

聖
者
像 

来
ま
す
よ
う
に
と 

淡
い夢 

 

霧
に
浮
か
ん
だ 

聖
者
像 

船
の
灯
り
よ 

ガ
ス
灯
よ 

ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞 

藤
田
均
、
小
林
統
一

両
氏
に
贈
呈
さ
れ
る 

地
稽
古 

写真右 藤田 均先生 

写真左 小林統一先生 

 


